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•  岩盤を含む地下深部環境を丸ごと計算機上で再現する数値解
析システムを開発。

• 数百 ~ 数千 m 以深の地下深部まで「見える化」する技術。

• 高温・高圧で化学反応等が励起される複合条件での、岩盤の
透水・物質輸送特性の時空間的変化を世界で唯一高精度に予
測可能。実測値との比較より解析システムの性能は検証済み。

• 通常、予測困難な岩盤の破壊や劣化挙動も予測可能。

• 深部岩盤を利用した地熱発電や CO2 の地中貯留、高レベル放
射性廃棄物地層処分等のエネルギー・環境問題に関するビッ
グプロジェクト推進への多大な貢献が期待できる。

エネルギー開発分野、地球資源工学分野、地球環境分野

岩盤の力学・水理学特性の時空間的変化を予測する
革新的数値解析
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流体力学は，支配方程式である Navier-Stokes（N-S）方
程式の非線形項に起因して今なお高難度な問題であり続け
ている．近年，大規模解析や計測技術の発展により，流体
のビッグデータが得られていることから着想を得て，複雑
な非線形関数である AI を用いて，N-S 方程式の解をデー
タから帰納的に近似し，解析に資する，新たな流体力学の
手法を確立する．また，この流体 AI と現実世界を有機的
に相互作用させる流体サイバーフィジカルシステムを構築
し，その枠組みを高（無限）自由度・非線形という流れの
場の特徴と類似する異分野の系に拡張することを目指す．
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流体力学・工学の DX
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＃流体力学・工学 ＃DX ＃デジタルツイン ＃機械学習 ＃数値流体力学
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